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「女 の子 』 とい う運 動 一 一 ワイ マ ー ル 共 和 国 末 期 のモ ダ ンガ ー ル

MlidchenalsBewegung-・DieNeueFrauamEndederWeiniarerRepublik

田丸 理砂

序章 「女の子」をめぐる冒険

本論は、マスメデ ィアの急速 な発展を背景 に7イ マール共和国時代 に数多 く誕生 した

女性作家による作品を、 ドイツのモダンガール 現象 「新 しい女(dieNeu。Frau)」 および

「女の子(Madehen)」 とい う語 に注 目して読み解 く試みである。

赤ん坊か ら大人 の女性までを意 味す る 「女の子(Madchen)」 とい う語 の概念のあいま

い さには、女性のお かれ ていた歴史的社会的な状況が反映 されてい る、近代 に発見 され

た とい う 「子供期」 は元々 「少年/男 の子1を 念頭 に置いたものであった。一方 「少女

/女 の子」は年齢 よ りも 「未婚(一 処掌)」状態 を指 していたが、しだいに 「少年/男 の

子」同様、人生の一時期 を表す よ うになる。「女 の子 」とい う語 にはこ うした異な る二つ

の意 味が混在 してい る。そ して本論で扱 う 「女の子 」とは、ワイマール共和国時代 に 「新

しい女(dieNeueFrau)」 と呼ばれたベル リンのモダンガールたちである。

1920年 代か ら1930年 代 にかけてzaユ ・一ヨー ク、パ リ、東京な ど世界各地の大都 市で

同時代的 にモ ダンガール現象が起 きた。断髪、ひ ざ下丈のスカー ト、化粧は・そ の トレ

ー ドマークである。第一次世界大戦後 の ドイツ、ワイマール共和国の首都ベル リンに現

れた 「新 しい女1も また、 こうしたグn一 バル なモ ダンガール現象 の一つであ り、タイ

ピス トやデパー トの販売員 など都会 の女性ホ ワイ トカ ラー とイメー ジが重ね られた。

ホ ワイ トカラー の女性 たち、 とりわけ書 くことと係 あ りのあったタイピス トの女性た

ちのなかか ら、た とえばマー シャ ・カ レコや ク リスタ ・アニー タ ・ブ リュ ックのよ うに

作家 になるものも現れ る。彼女たちの描 くホ ワイ トカラー像はマスメデ ィアによって喧

伝 され る華やゆなイメー ジ とはほ ど遠い(第1章)。

印刷 メディァの繁栄に より、女性購読者は無視で きない存在 とな り、彼女たちのニー

ズに応 え られ る女性 の書 き手が求め られ るよ うになる。マスメデ ィアが産業化す るなか

でベル リンの巨大出版社 ウルシュタインはヴィ ッキ イ ・バ ウムをスター作家へ と作 りあ

げる(第2章)。 一方 、ガブ リエ レ ・テル ギッ トはジャー・一・一一ナ リス トとしての経験 に基づい

た長編小説 のなかで 「新 しい女」 よ りも上の世代の女 性たちのアンビヴァレンス、また

「新 しい女」の階層性 に注 目している(第3章)。,

イルムガル ト・コイ ンの主人公 たちはみずか らを 「女の子」 と積極的 に定義す る。 コ

イ ンの主人公たちは、従来 の女性 像に対するアンチテーゼ としての 『女 の子」に可能性

を求 める(第4章)。 しか しなが ら 「女の子』が 日記を書 くとい う設定の 『偽絹 の女の子』

では、それを ヒン トに した と推測 され るアメ リカの作家アニタ ・ルースの 『紳士はブロ

ン ドがお好 き』 と比べる と、世界大恐慌後の ドイツで 「女 の子」であることの限界 も見
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えてくる。その指標となるのが 「教育/教 養」の有無である。コインの 『偽絹の女の子』

では 「教育/教 養」が社会階層の差異 として絶対的な意味をもっている(第5章)。

マ リールイーゼ ・フライサーは当時から作家としての才能を高く評価されでいたが、

彼女の作品はつねに故郷の町インゴルシュタットに結びつけられた。第6章 ではフライ

サーの作品タイ トルに表れるインゴルシュタットという地方都市名のジェンダー的意

味を考察する。第7章 では 「女の子」が主人公の物語を分析し、フライサーの 「女の子」
'
の特徴 とその語 りに用いられるメルヘンの形式と内容の齪酷を指摘するとともに、1990

年代半ばに発見された作品に見られる 「女の子」像にも言及する。そして第8章 では 「新

しい女」とは異なるタイプの新しい女性像の登場する長編小説 『小麦売りのブリーダ・

ガイアー』を取りあげ、「新しい女」をめぐる文学の一つの到達点を提示したい。

なおこれらの作品を考察にあたってはワイマール共和国末期の女性文学を新即物主

義のコンテクストから捉えるザビーナ ・ベッカーの論考を参考にする。新即物主義的文

学に認められる文学の民主化が女性の文学の世界への参入を容易にし、また若い世代の

女性作家たちは、新即物主義のスタイルに、母性、宗教、家庭などを重視する伝統的な

センチメンタルな女性文学とは一線を画す新しい女性文学を求めたのである。

ドイツではブまミニズム文学研究が本樹 ヒした1980年 代に、ワイマール共和国時代

の女性作家研究が始まった。近年はさまざまな分野(文 学、ダンス、建築、アー ト、ア

カデミズムなど)に おける 「新 しい女」世代の女性をめぐる学際的研究が活発である。

1ベ ル リンのモダ ンガー一一ル

第1章,ベ ル リンのモ ダンガー-1レー 女性ホ ワイ トカ ラー と文学

ワイマール共和 国時代の社会構造 は、20世 紀初頭か ら大都 市に急増 した 「新 中間層」

ホ ワイ トカラーに特徴づけ られ る。 なかでもベル リンはホワイ トカラーの増加 が著 しく、

彼/彼 女 らがベル リンとい う都市 のライ フスタイル を形づ くった。都会で働 くタイピス

ト、電話交換手、デパー トの販売員な どの女性ホ ワイ トカラーは注 目を浴び、社会や時

代 の変化/新 しさを象徴す る時代のヒロイ ンとみ な された。

第一次世界大戦での敗北 は ドイツ社会に決定的 な変化 を もた らした。当時 のマスメデ

ィアに登場 した 「新 しい女」の人気みタイ プは、従来 の ドイ ツ女 性のイ メージ とは一線

を画す、「ガー-1レ((ヨrl)」と 「ガル ソンヌ(Gargo皿nne)」 である。 し商 し自立 したイメ

_ジ の強いガル ソンヌ よ りも、アメリカ的な少 女 らしいガール タイプの}まうがず つ と人

気が高かった。い まや 「女の子」で あることが流行 の最尖端 となったので ある。

1920年 代 の ドイツではアメ リカか ら入 ってきた レヴュ・-hS人気 を集 め、レヴュー ダン

サ_た ちはガールズ と呼ばれ、 しば しばモ ダン都市 の女性 ホワイ トカラーのイ メージ と

重ね合わされた.瀦 のメカニ ックな動 きと集合 性にジー クフ リー ト・クラカ ウアーが

非燗 的なまでに合理化をきわめたア メ リカ的大衆社会の轍 を撒 たのに対 レ フ リ
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ッツ ・ギーゼは 『ガール文化』のなかでガール に来 るべ き女性像を見いだ し、そのモデ

ル となるのが家庭で も仕事でも存在意義 を求 めるアメ リカ女性で ある と述べてい る。

一方
、マー シャ ・カ レコや ク リスタ ・アニー タ ・ブ リゴックたちは、みず からの職業

経験 に基づ き、女性ホワイ トカラーの現実を描 きだす。

マー シヤ ・カレコMaschaKa16koは 『好情的速記 ノー ト(DaslyrischeStenogramrnheft)』

(1933)『 大人のための小 さな読み物(1r【einesLesebuchftirGroBe)』(1934)で 、ホワイ

トカ ラーの 日常を詠 う。 カ レコの作品に登場す るのは、華やかなイ メー ジとは程遠いベ

ル リンである。彌カ レコの詩 に特徴的な飾 り気 のない シンプル な表現、客観的で冷静な明

断 さ、大都市 を舞 台 とした現実的 なテーマには当時の新即物主義的傾向が見いだせ る。

ク リスタ ・アニ・Lタ・ブ リュ ックChristaAnitaBrtlckの 小説 『タイプライターの背後 に

隠 された運命(SchickSalehnterSchreibmaschinen)』(1930)の 主人公は タイ ピス トとして

格 闘す る自立心の強い女性であ る。カ レコの作 品同様、ここで もタイ ピス トが 「女の子」

として登揚す るが、当時、女性事務職員一般 は年齢 と関係な く 「女 の子」 と呼ばれ るこ

とが多かった。・ここか らは、年齢 とは関係ない とはい え、総 じて女性事務職員は若 く、

また彼女たちの仕事が男性 のそれよ りも軽視 されていた ことが窺 える。

カ レコやブ リュ ックの作品に見 られ る女性 ホ ワイ トカ ラー はお しゃれでモダンな 「新

しい女」か らはほ ど遠 い。けれ ども彼女たちはその足場 となるモ ダン都市および都会的

ライフスタイルのイ メージゆえに、当時の人び との 目に魅力的に映ったのである。

こ うしたお しゃれ な外見の当時の若い女 性た ちに対 し、上の世代か らは 「要求の多い

娘た ち」 とい う批判 も向 けられ たが、ガブ リエ レ ・テルギ ッ トは 「要求の多い娘た ち」

であることは、女性 が社会で生き抜 くための処世術だ と若い世代の女性たちを擁護する。

ドイ ツ経済 を破綻へ と導いた1923年 のイ ンフ レー…一・・シ ョン後の彼女たちには、市民層出

身であっても前の世代 の価値観 は通用 しない ことは、カ レコの詩 にも謳 われてい る。

豆 モダンガール とマスメデ ィア

第一次世界大戦後、書籍出版を取り巻く状況は大きく変化した。大衆文化≧しての新

興メディアの映画やラジオが勢いづく中、出版業界でも文学の産業化が加速する。大衆

のための印刷メディアも繁栄し、これが女性作家に活躍のチャンスをもたらすこととな

った。女性読者も重視され、女性の関心に通じた(女 性)作 家が求められたのである。

第2章 ベ ス トセ ラー 作家 ヴィ ッキ イ ・バ ウム と小説 『化学 専 攻 生ヘ レ・一…一ネ ・ヴ ィル フ

・,ユ ア 』

1920年 代末、ヨー ロッパ最大 の出版社、ベル リンの ウルシュタイ ンは、新聞雑誌の他、

さまざまなジャンル の書籍 を出版 し、広甑 プ ロモー ションに力 を入れ、印刷 メデ ィア
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」

以外の他 メデ ィア も積極的に利用す るな ど、文学の産業化の先頭に立っていた。

その ウル シュタイ ンはヴィッキイ ・バ ウム を女性読者獲得 のために看板 スター女性作

家へ と戦略的 に作 りあげてい く、1928年 『ベル リン ・グラフ新 聞』で連載 された 『化学

専攻生ヘ レーネ ・ヴィル フユア(stUdchem.Helenewillfiier)』(以 下 『ヘ レーネ』)は その

後単行本 として出版 され、バウムの最初あペス トセラー作品 となった。

『ヘ レーネ』の成功のためにウル シュタインでは用意周到に戦略が練 られた。バ ウム

は連載開始前 にお しゃれな 「薪 しい女」 タイプへ と大変身 を遂げ、バ ウム執筆の記事 に

は彼女の顔写輿が添え られた。また広告の時期や媒体 も綿密 に計算 されていた。『ヘ レー

ネ』の成功 によ り、彼女はウル シュタイ ンの看板 作家 となったが、次作 『ホテルの人び ・

と』はその名 を世界的に有名に した。『ホテル の人び と』は1932年 『グラン ド・ホテル』

としてアメ リカで映画化、第5回 アカデ ミー賞作品賞 を受賞 している。

『ヘ レーネ』の評価は、「娯楽文学」ではあるが女性解放や 「新 しい女」などの現代的

で重要なテーマ を扱 っていると概ね肯定的であったが、バ ウム と新即物主義文学 との親

近性 について は長 い間看過 されて きた(リ ンダ ・J・キング 『仕組 まれたベス トセラー』)。

1990年 代 半ば以降、新即物主義文学 とジェ ンダーの関係が問い直 され、ケアスティン ・

バル ン トは 『感 傷 と客観性』(2003)の 中でバ ウムやイルムガル ト・コイ ンの作品を 「良

質の中間小説」 と してエ リー ト教養市民的文学 と大衆文学の間に位置づ けるとともに、

ジェンダーの視点か ら大衆文化の 「大衆」を分節化 し、「新 しい女」がテーマの小説の読

者 として女性読者 に注 目した解釈 を試みてい る。

「娯楽文学」 と 「新即物主義」的文学 とい う観 点か ら 『ヘ レーネ』を読み直す と、そ

の保守性 と新 しさの二面 性が 目を引 く。扱 ってい る トピック,(化学専攻の女子学生、未

婚の妊娠、堕胎、 シングルマザー、若 返 りの薬の開発 など)は ア クチュアル なのだが、

結局 はかねて よ り憧れていた男性 との結婚 とい う恋愛小説 に よくあるハ)ノピーエ ン ド

で終 わってい る。ただし堕胎 に係 った人び とを罰す る刑法218条 への反対運動が高まっ

ていたこの時期 に、.人気雑誌であえて 中絶 の問題 を取 りあげた ところには、著者 の強い

意図が窺 える。

ところで女子学生 を主人公 とした 『ヘ レーネ』にはその現実が適切に描かれていない

とい う当時の女 子学生か らの批判 は、一般読者 と女 子学生 との階層差 を示唆 している。

大衆雑誌の連載小説 『ヘ レーネ』の多 くの読者 に とって女子学生 とい う存在は、非現実

的存在で あった。 けれ ども 『化学 専攻生ヘ レーネ ・ヴィル フユア』のヘ レーネの名前の

前 に添え られた 「化学専攻生(stud.chem)」 とい うもの珍 しい形容 は 「新 しい女」 を示

す記号 として働 き、読み手にそのイ メー ジを喚起 したのではないだ ろうか。
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第3章 ガブ リエ レ ・テル ギッ トのベル リン小説 『ケーゼ ビア、クア フユル ステ ンダム

を征服 す る』

印刷 メデ ィアの繁 栄はまた、ガブ リエ レ ・テル ギ ッ トGabrieleTergitの ように、女性の

ジャーナ リズムへの進出を可能に した。彼女 は ウル シュタインと並ぶベル リンの三大出

版 コンツェル ンの一つ、モ ッセの 『ベル リン 日刊新聞』で記者 と して働 いていた。

小 説 『ケ ー ゼ ビ ア ク ア フ ユ ル ス テ ン ダ ム を征 服 す る(Kasebiererobertden

Kur蝕s1甑damm)』(1931)(以 下 『ケー一…一一ゼ ビア』)に は、随所に、テル ギ ッ トが新聞や雑誌

に書いた文章が織 りこまれ、彼女のジャリナ リス トとし℃の経験が存分 に生か されてい

る。この小説 ではベル リンの無名 の歌手ケーゼ ビアがマスメデ ィアによって一躍スター

に祭 りあげ られ、 あっとい う間にブームが去 って しま う様子が語 られている。マスメデ

ィアその ものが主役 のこの作品についてテル ギ ッ トは後年、「存在 しないもの」をめぐる

物語、ア ンデ ルセ ンの 『はだかの王 さま』のテーマ を敷術化 したものだ と述べてい る。

『ケーゼビア』には、本論で扱う他の小説のように女性主天公は存在しないが、ここ

では 「新 しい女」を考えるうえで非常 に興味深 い対照的 な二人の女性 が登揚す る。前世

代 の価値観 か ら逃 れ られずにいる、新聞記者の シャー ロッテ ・コー ラー と、時代の最尖

端 をい く 一「新 しい女」の 「ガル ソンヌ」タイプ、ケーテ ・ヘルツフェル トである。

「新 しい女」世代 より一回 り年上の新聞記者 シャー ロッテ ・コー ラーは、作品中 ドク

ター ・コー ラー嬢(FraUleinDr,Kohler)と して登揚するが、 この呼称 はコーラー一・一の相反

す る二面性 を表わ している。高学歴で経済力 も備 わった成人女性(ド クター)で ある一

方 、良家の娘然 とした母 との暮 らしぶ りか らは、大人にな りきれていない存在(嬢)で

あることが窺 える。彼女の抱えるアンビヴァレンスは彼女の恋愛に もはっきりと見てと

れ る。コー ラーは、「新 しい女」たち若い世代の女性たちが 自由を謳 歌 している様子 をう

らやま しく思いなが らも、、みずか らを市民的道徳観か らなかなか解放 できずにいる。

他方ケーテ ・ヘル ツフェル トは 「ガル ソンヌ」 あるいは男女平等 を譲 らた ワイマール

憲法が制定 された 「1919年 の申し子」として紹介 されてい る。彼女 は体操教師であるが、

身体文化運 動が盛 んなワイマール時代 には、市民層の女性たちの多 く体操教室に通って

いた。『ケーゼ ビア』にはケーテが ヴァリエテでガールズによるライ ンダンスを 目に し、

女性の身体が男性 の 目に晒 され ることに居 心地 の悪 さを覚 える場面が あるが、観客のケ

ーテとガール ズの属す る階層の違いは明 らかで ある。 ここではガールズ と呼 ばれ る 「新

しい女」」の大 多数 とガル ソンヌの問 の階層性が示唆 されてい る。
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皿 「モ ダンガール 」 と書 くこと

第4章 「女 の子」であるこ との可能性一一 イルムガル ト・コイ ンの 『ギル ギー一わた

したちのひ とり』

イルムガル ト・コイ ン㎞gardKeu且 の小説 の ヒロインは、みずか ら 「女の子」 と名乗

る ところにその特徴 がある。

f931年 前 半のケル ンが舞 台の 『ギル キL一 わた したちのひ とり(Gilgi-einevonuns)』

(1931)似 下 『ギル ギ』)で は、現実的で独立心旺盛な21歳 の速記タイ ピス ト、ギルギ

炉主人公で ある。作品 冒頭 でギルギに 「女の子」とい う表現が繰 り返 され、読者には 「女

の子」ギル ギが印象づ け られ る。物語 に登場す る階層 の異なる三人 の母親世代 の女性(小

市民的な クロー ン夫人、、下層階級のオール ドミスのテ ッシュラー嬢、上流階級の女性)

はギルギに とって魅 力的ではない。「女の子」はこ うした従 来の女 性像今のア ンチテーゼ

を意味 し、ギル ギはその撰 念の暫定性 を知った うえで、「女の子」であることを選ぶ。

元来 「女の子」とい う語 には処女性が含意 されていたが、「女の子」ギルギにとってエ

ロスや性的欲求が生 の構成 要素であることは 自明な ことである。 ギルギはセ クシュア リ

テ ィをめぐる世間一般 の道徳観に疑問 を投げか ける。 ここでも堕胎 に係 った者 を処罰す

る刑法218条 が取 りあげ られているが、みずか らの行為に責任をもつ ことをモ ットeと

す るギルギに とって、未婚 の母 や堕胎が 「不道徳」なのではな く、無責任 に子 どもを産

む ことこそr不 道徳 」 と、従来の 「不道徳」.とい う語 の使用法を逆手 に取 観

このよ うに 『ギル ギ』 における 「女の子」 とワイマール共和国時代 の 「新 しい女」と

しての 「女の子」は、 「(大人)女 性(Frau)」 の否定、つま り 〈「女の子」≠ 「女性」〉、

〈「新 しい女」≠ 「女性 」〉 とい う く≠ 「女性」〉 とい う点で、共通 している。

ところで とうした 「女 の子」の新たな定義 は、序 章で述べたr女 の子」 とい う概念の
も 　

あいまいさとも関係 してい る。「女の子」には人生の一 時期 と、未婚、未成年 、処女 とい
ん 　

う状態の二つ の性質 の異 なる要素が含意 されてお り、明確 に年齢で区切 るこ とは難 しく、

それ ゆえ女性 ホワイ トカラーは年齢に関係な く 「女の子」と呼ばれ うるのであ り、「女の

子」 とい う言葉 はまた、だれかに後見(管 理)さ れ る頼 りない存在であることを暗に示

している。それ に対 し、コイ ンの ヒロイ ンたちには、 「女 の子 」か ら 「未婚、未成年、処

女」 とい う状態 を切 り離 し、〈「女の子」≠従来の 「女性」〉と定義 し直 した ところに、そ

の新 しさがあ る。つま り 「女の子」 とい う概念 のあいまい さに、肯定的な意味での可塑

性 を見いだ したので ある。ただしワイマール共 和国時代末期に 「女の子」でいることは

かな らず しもプラス ばか りではないことも 『ギルギ』には描 きだ され てい る。

『ギルギ』に関 して、社会民主党の機関紙 『前進』はそ の連載 にあわせ、女性読者対

象 の懸賞を企画 した。内容 は 『ギルギ』への感想 、または 自らの働 く日常を綴った文章

だ った。労働者 の現実が描かれてない とい う批判的 な意見も多かったが、働 く女性たち
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に自分たちの体験を語ることを促 したという点は積極的に評価されてもいいだろう。

社会的リアリズムという観点から 『ギルギ』に対する非現実という批判は当たってい

るかもしれないが、それでもコインの作品 『ギルギ』や 『偽絹の女の子』が今もなお読

者を惹きつけるのは 危機的な状況下で主人公たちの抱く感情のリアリティゆえである。
よ

バルントはコインの両作品に見られる新即物主義とメロドラマ的要素の結合を指摘し

ている。客観的で醒めた分析的なテクストがメロドラマ的衝動によって補完され、その

階層やジェンダーに特有の 「感情文化」を生み出しているのである。

第5章 モダ ンガール と書 くこと一 一アニ タ ・ルー一・一・スの 『紳士はブ ロン ドがお好き』 と

イル ムガル ト・コイ ンの 『偽絹 の女の子』をめ ぐって'

1932年 にコイ ンの代表作 『偽絹 の女の子(DaskunsbseideneMadchen)』 が上梓 された。

1931年 夏 に始 ま る 「中都市」の法律事務所で速記タイ ピス ト、 ドー・一・・一一リスの 日記形式の物

語には当初 よ りア メ リカの作家アニタ ・ルースAnitaLoosの 『紳士はブロン ドがお好き

(Gentle】men.PreferBlondes)』(1925)(以 下 『紳 士』)の影響が指摘 されていた。両者 には

モダンガール(ル ー ス、 コイ ン)に よって書かれたモダンガール小説 であること、主人

公のモダンガール に執筆 された 日記 とい う設定 にも共通点がある。

『紳士』 は1920年 代 のアメ リカのフラッパー、ロ■・一・一一レライの 口記形式で語 られてい

る。 この小説の特徴 は、 これまで ものを書 く側 にいなか った人間がペ ンを執ったことか

ら生 じる滑稽 さにある。 作者はロー レライ に近寄って くるイ ンテ リ男性(=も のを書 く

側の人間) ,に皮 肉な眼差 しを向ける。 両者の違いは 「教育/教 養」で ある。 ロ「 レライ

は教養 を身につけ るために ヨーロ ッパ旅行に出かけるも、当地の伝統的文化 には少 しも

興味 を示 さない。『紳 士』にはまた第一次世界大戦後 の ヨーロ ッパ的な もの とアメ リカ的

な ものの価値の逆転 が随所 に描 き出されてい る。

『紳士』 と 『偽絹 の女の子』 には、俗語表現が盛 り込まれた 日記形式の他 にも、地方

か ら都会(ニ ュー ヨーク、ベル リン)に 上京 してきた主人公、金 目当てで男性 に近づ く

様子 、高級 品(ダ イヤモ ン ド、毛皮のコー ト)へ の執 着な どの類似点が認 め られ るが、

両作品は主人公 と読者 との距離感お よびその結末で決定的に異なる。『紳士』では 「おば

か さんブ ロン ド」に現 を抜 かす 「紳士 」を皮 肉ることが主眼であ り、ヒロイ ンは 「紳士」

の滑稽 さを笑 う視 点を もってお らず、作者 も読者 も一歩退いた ところか らロー レライや

彼女 に夢 中になる男性 を眺める。他方 『偽絹 の女の子』では、読者は ドー リスに感情移

入 し、知的 な男性の胡散 くささを見抜き、主人公 と一緒にな って笑い飛ばす。

また結末 については、1920年 代 半ばのアメリカが舞台で玉の輿ハ ッtO-一エン ドで終わ

る 『紳士』 に対 し、世界大恐慌後 の ドイツ、ベル リンで 「偽絹 の女の子」 ドー リスは幻

滅 ばか りを体験す る。 両作品に共通す る 「教育/教 養」のモチーフが、その違いを顕著

に示 している。「紳士 はブ ロン ドがお好 き」なのだか ら、ロー レライの 「教育/教 養 」の
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有無は結末 に何の影響 も及ぼ さない。 しか しなが ら 「偽絹の女 の子」 を自覚する ドー リ

スには、 「教育/教 養 」は乗 り越 えることのできない壁 として立 ちはだか り、「教育/教

養」の有 無は歴然 と した階層差 として、常に彼女につ きま とうのである。

ルース とコインの作 品では ともに主人公がrガ ・一:・一ル」あるいは 「女 の子」 として描か

れ ている。こ うした背景 には1920年 代のアメ リカの女性像の変化 に見 られ る、若 さへの

信奉が認 められる。 それ とともにロー レライ における若 さとは、 ヨー ロッパ とくらべて

アメ リカの もつ絶対的な若 さをも意味 している。

ド腎 リスが体験す る大恐慌後 のペル リンでは 『紳士』のよ うな楽天主義は通 じない。

華やかに見 えたもの が虚飾 であった ことが露呈 し、特別 な才能 も技能(「 教育/教 養 」)

も備 えていない彼 女 は、、他人 と交換可能 な 「女の子」にす ぎない ことを痛感す る。,

ところで 『紳 壬』も 『偽絹の女の子』も両者がそれぞれ まづた く逆方向か らとはいえ、

「教育/教 養」の問題 を取 りあげている。元々書 く側 の人間ではなかった彼女たち と、

書 く側 の人間 を分 けていたもの こそが 「教育/教 養」であ り、それだか らこそ書 き始め

ることによって、彼女たちは 「教育/教 養」を意識 させ られたのではないだろ うか。

第6章 タイ トル とジ ェ ン ダー一一 『イ ン ゴル シ ュタ ッ ト出身 の マ リy・一…ル イー ゼ ・フラ

イ サ ー の物 語 』

マ リールイーゼ ・フライサーMarielUiseFleiBerの 名 は常に故郷 の町イ ンゴル シュタッ

トと共 に語 られ る。 本章 では女性作家 と 「地方』お よびジェンダー の関係 を考察す る。

当初 『洗足」 といった戯 曲は、ベル リンのaン ゲ ビューネの主宰者モー-V'ッツ ・ゼー

ラーの提案 に より 『イン ゴル シュタッ トの煉獄』へ と変更 された。また彼女 を一躍有名'

に した 『イ ン ゴル シュタ ッ トの工兵たち』は着想 自体 フライサー によるものではな く、

ブ レヒ トにっ よく勧 め られ執筆 した戯 曲である。

『イ ンゴル シュタ ッ トの工兵たち』のベル ジン初演 は好評 を博 したが・その一方でブ

レヒ ト等 が係 った性的 ニュアンスを強調 した挑発的な演 出が、イ ンゴル シュタッ トも巻

き込んだバ ッシングを引き起 こす。批判は女性であるフライサーがセ クシュア リテ ィを

扱 った ドラマを書いた ことに対す るものであ り・それ は一種のタブー碑 りとみなされた 凸

のである。加 えてイ ンゴルシュタッ ト側 の反応か らは、地 元出身 のフライサーばか りで

な く、彼女 を堕落 させたその文学活動 の拠点、ベルTリンへの強い不快感 も窺 える。1930

年頃、ベル リン対 「地方」 をテーマ とした議論 が激 しくかわ されていた。

フライサー に即 して 「地方」そ してインゴルシュタッ トに注 目す ると、 しか しそれ と

は異 なる対立が見 えて くる。 フライサーが自らの作家活動 の揚 として選んだのはブ レヒ

トに代表 され るベル リンで あるが、彼女 とインゴルシュタッ トをことあるごとに結びつ

けたのは、彼 女に好意 的なベル リンの前衛作家た ちであ り、そ して彼 らこそが 「地方」

を批判 した張本人であった。彼 らが仲間であるフライサー にたい して 「インゴル シュタ
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ット出身の」と断るとき、インゲ ・シュテファンが 「男性たちによる知的、芸術的言説

からの女の排除、そして周辺部への退去命令」と指摘するように、ベルリン対 「地方」

のジェンダー化を示唆している。つまりフライサーに枕詞のように添えられた 「インゴ

ルシュタット出身の」という言葉は、ジェンダー化された大都市ベルリン対 「地方」の

「地方」、すなわち 「女流」を意味した。こうしてインゴルシゴタットおよび女性である'

ことはフラィサーの逃れられない宿命と化したのである。

1970年 代以降、フェミニズムはジェンダーの視点を獲得することで、女性を女性であ

ることの宿命から解放してきた。1980年 代にはフェミニズム文学研究が活発化し、過去

の女性作家の掘り起しや読み直し作業が行われるなかで、フライサーの作品は頻繁に取

りあげられることとなる。しかしこの時期のフライサー研究は、作品の伝記的解釈の傾

向が顕箸で、結果として彼女にインゴルシュタットおよび女性であることの宿命づけに

加担することになってしまった。伝記偏重の作品解釈はまたフライサーに限らず、女性

作家の研究によく見られる特徴である。こうした解釈においては言語表現としての文学

作品の可能性を問う美学的観点が蔑ろにされている。近年の研究では伝記的な事柄の重

要性は認めつつも、伝記偏重の研究には批判の目が向けられている。

第7章 「女 の子」 とい うメルヘ ン 『インゴル シュタッ ト出身のマ リールイーゼ ・

フライサー の一ポン ドのオ レンジと九つの他の物語』 と作品集 『悪だ くみ』に

ついて

マ リールイーゼ ・フライサー は 「新 しい女」が もてはや され るなか、それ とは対照的

な二つのタイプの ヒロイ ンを生 みだ している。男性 の暴力 に無 防備 にさらされ る、ナイ

ー ヴ(無 知)な 若い女性 と
、孤独 を覚悟 した うえで 自立を掴み とる若い女性である。 こ

の二つの女性像は 「新 しい女」を参照軸 とす るとその両極端に位 置す るとい う点で興味

深い。第7章 で取 りあげる前者 は作晶中 「女の子」 と提示 されている。後者については

次章で扱 うが、こち らは 「新 しい女」 を突き抜けた当時の最尖端 の女性像 である。

本章で は 『イン ゴルシュタ ット出身 のマ リールイ ーゼ ・フライサー の一 ポン ドのオ レ

ンジと九つ の他の物語(EinPfimdOrangenundgandereGeschichtenvonMal{elUiseFleisser

ausing。lstadt)』所収の 「女の子」が主人公 の四作品 『りん ご』『一ポン ドのオ レンジ』『お

ろかな女』『あわれな ロヴィーゼ』を分析する。なお 「女の子」の前段階 と して思春期 の

少女 を扱 った 『一三ec』'}Cっ いて も考察 し、最後に1990年 代に入 ってから発見 された少

品を収めた作 品集 に登場す るこれまで とは異質な 「女の子」像 についても言及す る。

『一三歳』では思春期の少女少年の抱えるセ クシュア リテ ィをめ ぐるア ンビヴァ レン

スや、暴力 が描 き出 され、主人公の少女は大胆 さや残酷 さで大人の抱 く子 ども像 を裏切 っ

ている。 しか しなが らいわば思春期後 の 「女の子」の物語では、性的にナイー ヴで、男

性の暴力 に無 防備 に さらされ る、マゾ ヒステ ィ ックな 「女 の子」が物語の 中心 となる。
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「女の子」を主入公 とす る物語 『りんご(DerApfel)』 『一 ポン ドのオ レンジ(EilPftnd

Orangen)』 『お ろかな女(Dieziege)』 には、冒頭の 「かつて:・・がいま した」 とい う決 ま

り文句 、固有名 詞をもたない登場人物、時と場所の不確定な どの ヌルヘ ンの特徴が認 め

られ るが、 メルヘ ンを思わせ る形式 と内容 には随所に齪蠕 が見 られる。た とえば主人公

はメルヘ ンの ヒロイ ンよろ しくさま ざまな試練(貧 困、孤独、飢餓)に 耐えなけれ ばな

らないが、その克服に よって思わぬ報酬を受 けることも、願いが叶 うこ ともない。 この

三作品の 「女 の子」は物語 の終わ りで現実を認識 し、ひ どい幻滅 を味わ うことになる。

彼女 たちは 「幻滅 した女の子」、す なわちメルヘ ンのアンチ ヒロイ ンである。

フライサーの作品、とりわ け散文作品は、1980年 代以降の フェ ミニズム文学研究 にお

いて しば しば取 り上げ られてい る。その際、フライサーの独特 な言語表現 に焦点を当て、

そこに女性 を排 除 してきた支配的な言語 との間に走 る亀裂を見出 している。『りんご』と

『一 ボン・ドのオ レンジ皿では 「女の子」の生きる世界に入 った亀裂そ のものが描きださ

れ、他方 『お ろかな女』はいわばこの亀裂をめぐる考察 といえるだろ う。

フライサーの作 品における 「女の子」とは、近代以降に生 じた大人 とも子 どもともつ

かない 「少 女」 とい うあ り方 を、少女時代を過 ぎても内面化 してい る状態か ら脱せずに

いる(『あわれ なロヴィーゼ(DiearrneLQvise)』)。 しか しなが らこれ ら 「女の子」の物語

では 「女 の子」であることの破綻、つま り 「女の子」であること自体がメルヘンにす ぎ

ないことが示 されてい る。

こうした抑圧的な女性像 に対 し、1990年 代に発見 された ワイマー・一・一一ル時代の作品 『悪だ

くみ(DieList)』 や 『仲間(Kameraden)』 では 自意識 をもち、自らエ ロスを享受す る 『女

の子」像が提示 されている』 フライサーの 「女の子」が元来 もっていた複雑性は・後年

の著者 のテ クス トへの積極的な介入 によって、無防備でナイー ヴな女性像へ と収敏 され

ていったので ある。

第8章 「女 の子」か らの脱 出一 マ リールイーゼ ・フライサーの長編小説 『小麦売 り

のフ リー ダ ・ガイアー』

フライサー唯一 の長編小説 『小麦売 りのフ リー一ダ ・ガイアー(Di。MehlreisendeFrieda

Geier)』の女性像の新 しさは、タイ トル にある 「小麦売 り」とい う職業 とプ リ・一ダ ・ガイ

アー とい う女性の名前 のフルネーム との組み合 わせにも衰れ てい る。外交販 売員を意味

す る 「小麦売 り』は 「新 しい女」に典型 的な職業 とは異なる当時男性特有の仕事であ り、

また これまでの内気な匿名の 「女 の子」に対 し、フ リー ダ ・ガイアーは 自立心旺盛 な女

性で ある。 ジェンダーの観点か ら見た外交販売員 と女性の名 とい うミスマ ッチは・以下

のよ うなこの作品に内包 され る従来の価値観の転覆の要素 を示唆 している。

外交販売員 とい う職 業 は地方で居場所 のない若者 の就 く職業 として定義 されている

が、空間性に注 目してフ リー ダと煙草屋 を営む恋人グス トゥル を見てみ ると、閉鎖的な

10



空問にい るのが男性 のほ うで、 自由に動 き回 るのは女性のフ リーダである。

また二人 の関係性 については、 グス トゥルは従来の男女観 に基づ いた結婚 に固執する

一方
、フ リーダは家父長制的結婚制度の欺隔を見抜 き、彼 のプ ロポーズを拒否 し、みず

か らの 自立 を優先す る。両者の間では言語で もフ リーダが主導権 を握 るが、 もっ とも地

元で人気者 の グス トゥルの対 し、彼 女は地域社会で孤立 している。 プリ山ダに見 る転覆

の要素 とは、孤独 を覚悟 した うえで 自らの 自由を選 び取った ところにある。

ワイマール 時代 はスポーツの時代である。 ブライサーはエ ッセイ の中でスポー ツとは

身体的 なものに限 らず何にでも挑む姿勢だ といい、スポーツを肯定的に捉 えている。 け

れ どもこの作 品ではスポー ツ精神 を体現 してい るのは、水泳選手 グス トゥル ではな く、

スポー ツの場 か ら排 除され た女 とい うジェンダーを もったブ リー ダなのである。

フ リーダ ・ガイアー は二重の意味で女性像に対す るアンチテーゼ を意味す る。 まずは

これ まで見てきた主人公同様、古典的女性像 の拒絶である。 しか しそれだけで な く時代

のヒロイン 「新 しい女」にも否 を申し立てる。 コイ ンの主人公 のよ うに 「若 さ」 を拠 り

どころ とす る 「新 しい女」には、 これ までの女性のあ り方を転倒 させ るカはない。 これ

に対 し外交販売員 フ リーダは女性 とい うジェンダーの固定化 をかた くなに拒む。 こ うし

た姿勢 はフライサーの短編 『少女イエ ラ(DasMadchenYe皿a)』 の主人公 とも重 なる。彼

女たちは旧来の女 性像 の押 しつけ(女 性であ るこ との宿命)を はね のけ、新 しい世界に

飛び出 してい く。
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